
第２次奥州市地域福祉活動計画　体系図

推進目標 推進テーマ 具体的な取組み

１(１)①対象を限定した広報活動の実施

１(１)②SNSの積極的な活用

１(１)③身近でわかりやすい広報活動の実施

１(２)①企業・組織の福祉活動の支援

１(２)②身近な福祉活動の周知

１(２)③奥州社協フレアイガーの積極的な活用

２(１)①福祉教育学習支援メニューの作成

２(１)②募金活動の意義の周知と協力の推進

２(１)③ボランティアによる感動体験の普及

２(２)①さまざまな立場にある人との交流活動の推進

２(２)②福祉教材を利用した福祉教育支援の継続

２(２)③モデル地域へ世代間交流事業のプログラム提供

３(１)①地域福祉活動を推進するリーダーの育成

３(１)②ご近所福祉スタッフの活動推進

３(１)③地域福祉活動の担い手を養成する研修の開催

３(２)①受講者や研修修了者、ボランティア活動者のグループ化の支援

３(２)②既存の建物（施設）の活用

３(２)③住民の交流活動の促進

３(２)④ふれあいいきいきサロン活動の推進

４(１)①ボランティア情報の提供に向けた体制強化

４(１)②ボランティアニーズの把握と新たな活動の推進

４(１)③ボランティア活動拠点の環境整備

４(１)④ボランティアコーディネート業務の強化

４(１)⑤「奥州ゆいっこ人材名鑑」の登録と活用の推進

４(２)①ボランティア活動の普及と啓発の充実

４(２)②市民生活を応援するボランティア活動の支援とグループの育成

４(２)③専門性の高い研修会の開催

４(２)④ボランティア活動におけるサポート機能強化

４(３)①市民活動支援センター、ＮＰＯとの連携

４(３)②奥州福祉推進市民会議、福祉団体連絡会議の開催

４(３)③社会福祉法人・施設との連携

４（２）みんなでボラ
ンティア活動に参加し
ていこう

４（3）地域づくりや
地域生活課題解決に向
けた市民活動やＮＰ
Ｏ、社会福祉法人の地
域貢献活動との連携を
推進しよう

３（２）身近な地域で
福祉活動を推進してい
こう

４　さまざまなボラ
ンティア・市民活
動、地域貢献活動を
推進すること

４（1）社会福祉協議
会ボランティアセン
ターの機能を強化しよ
う

１（２）福祉活動への
理解と参加のきっかけ
づくりを図ろう

２　子どものころか
ら地域や福祉にふれ
られる環境をつくる
こと

２（１）学校・地域と
の協働で福祉教育を充
実していこう

１　一人ひとりが福
祉への理解を深める
こと

1（１）地域共生社会
の実現に向けた地域福
祉の情報を発信しよう

２（２）様々な立場に
ある人への理解を深め
る環境づくりをすすめ
よう

３　身近な地域にお
ける福祉活動を推進
すること

３（１）地域福祉活動
の実践に必要な人材を
育成していこう



推進目標 推進テーマ 具体的な取組み

５(１)①各相談機関等との連携と相談窓口の体制づくり

５(１)②総合的な相談支援体制づくり

５(２)①声かけ運動

５(２)②住民の主体的な地域課題解決を支援する「福祉の専門職」の設置

５(２)③災害時も含めた小地域福祉ネットワーク活動の推進

５(２)④見守り活動協力者の拡大

５(２)⑤地域福祉推進計画づくり

5（2）⑥地域課題を我が事ととらえ住民主体で解決に取り組む地域共生社会づくり

５(３)①避難行動要支援者の情報共有と自主防災組織との連携

５(４)①権利擁護制度の周知

５(４)②利用対象者の早期発見

５(４)③関係機関連絡会議の開催

5（4）④市民後見人等の育成や活動支援

５(５)①民生委員・児童委員が活動しやすい環境づくり

５(６)①買い物困難者・交通弱者に対応できる仕組みづくりの支援

６(１)①誰もが気軽に立ち寄れる「地域の拠り所」づくりの支援

６(２)①地域の状況を把握し、情報を共有する場づくり

６(３)①地域での情報共有の仕組みの整備

７(１)①地域福祉課題の調査

７(１)②地域に出向いて生活課題と向き合う専門職の育成と配置

８(１)①地域福祉推進組織の運営基盤強化の推進

８(１)②互いに認め合い、共に支え合いながら暮らすための仕組みづくり

８(１)③様々な制度の狭間にある福祉課題を解決するための制度外サービスの取り組み

８(１)④地域福祉推進のための財政基盤の整備

８(１)⑤地域福祉活動計画の評価機関の設置

８(１)⑥地域福祉活動計画の進捗状況・評価結果の公表

７　地域ではどのよ
うな福祉ニーズがあ
るのか常に目を向け
ていくこと

７（1）地域や個人の
福祉課題を把握し、必
要な支援へつなげてい
こう

８　地域福祉推進の
ための運営基盤の強
化を進めていくこと

８（１）市民参加によ
る地域福祉活動の活性
化を図り、共に支え合
いながら暮らすための
仕組みづくりを推進し
ていこう

６（３）個人情報の取
り扱いについて理解を
深めよう
６（４）多機関との協
働による支援の体制を
つくろう

６(４)①生活困窮など複合的生活課題を抱える世帯を多機関との協
働により包括的に支援する体制づくり

６　多くの機関・団
体・個人の連携を進
めていくこと

６（1）誰もが気軽に
立ち寄れる場所を身近
な地域につくろう
６（２）ご近所福祉ス
タッフ活動を推進し、地
域との連携を強化しよう

５（４）権利擁護への
取り組みを強化しよう

５（５）福祉活動者
（民生委員・児童委員
等）が活動しやすい環
境をつくろう
5（6）買い物困難者・
交通弱者に対応できる
仕組みをつくろう

５（２）住民が主体的
に地域課題を把握して
解決する体制づくりを
めざそう

５（３）災害時にも対
応できる市民相互のた
すけあいの仕組みをつ
くろう

５　誰もが安心して
生活できる仕組みを
つくること

５（1）誰もが相談し
やすい窓口を整備して
いこう


